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). 実験材料 10% lindane乳剤 (研死去湘別)
斗三井化学工業株琴全社よt)の派出研琴丘
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防 虫 料 ～l'.･卵 ~20 啓一lV










































































































































































































































1unit三=1.33mmI dSeti霊 ,ornd lEsvtn:b:iL:at;ecff Icvoae,fifaitci.ent
Treュted 0.5436 J 0.29731 J 7.91
0.5932 1 0.35255 1 8.34
/㌔
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C, they gradually increased hv_thc time
elapse.Type･A Wasrepresentedbylindane,
pyrethrinsandallethrin,typelihyo-dichloro-






















LC150and LC-99 oflino.lne Calculated hy
liliss′smethodsholVe(ImtrkeddifferencesI)y･

















94.合成ピレスE)イドに関する研究 (第Ⅶ報)LithiuthAlumi num HydridBによる ･
,菊酸 の還 元 生 成物 に就 い て 瀬上雄三 ･大野 聴 く京都大学 化学由元1-97 武田研充溢)
30.ll.10.受理
第-菊盟,第二菊幣の metlylesterを I-iAlm <投売すると相当する一項及び=価の,
primaryalcoholを得る｡著者等はこれらを夫々 CFLrySL7nLILClnOL及びCl'risamp7u'olと名
付けた｡これらは接触況元によって Imoleの水先を吸牧し,オブ3,酸化によって 3-hydr-.
Oxymethy1-2･2-dimethylcyclopropan-1-crboxylioacidを生t;･果直接EhlnO4< '.
酸化すると (-)-transICarOnicac)姐 を与へる｡C/IrJ･SamPhloZがもとの第二菊酸とは異り.
水繁を吸牧し又真実をも附加することは注目すべきこと<.この化合物旺第二菊酸の二重結合 .
の蔑何構造を直接天然物から有横化学的手法によって証明する有用な手が ▲りとなる key
c?mpo'Lndとみなまれる｡DihydrochrysamL,hioE旺TEⅡnO4酸化によって, 今迄得られなか
った dihydrochrysatLthemtLm-dicarboxylicacidを生ずるO
祈者等はさきに和告(1)したように背者等の合成法に
よって郡二菊酸の TaCeml休の'filLqにl成功し,そのnl
仇の二m糾合の幾何f持出がtyansであることからそれ
まで不明であった天然那二苅於の二_Trt約分を trL7nS-
con/J'gtLTaLl'onであるとだJ-.7稔したが天然職白休からの
3Jtnj]も又ゆるがせにできない｡ところが天然耶=菊散
のalT)飢こきTtJi合は柘めて持上で的でオゾン酸化以外には
不飽和性を示さず例へばは触還元で水井;･rJ'吸収せず又
J^苅をも附加しないことは古 く1924年 Staudinger,
7ミlZich の研光(空)時代から知られてゐる｡従って天
然耶ニyu慨からしてこの規同村地 を解明する有機化学
的な手がゝりは全くないので,爾来30年間これに閑す
る研究は皆無であった｡著者等は前掛7)で触れたよう
に節二菊取 estcrを LiA1111で還元すると相当する
=rJnの prim.Try.llcoh01がfuられ このものはもと
のm二菊概とはFqTり群凶に抜触退元され又災済;も瞬時
に附加することを知った｡従ってこの化合物は第二菊
FmtTJ肌の二_mtJL.合の布機化学的手法による conf2'gur-
atioTt決定に柘めて有用な手が ゝりを与へ るhei･
qompoundである｡本報では LiAIH4による菊酸の
還元生成物更にこれらから誘導される種々の興味ある
､新化合物に就いて述べる｡
第一菊酸,第二菊酸の methylesterを Nystrom(3),
SchlVarZkopfくけの枕作法に準じ所要良の LiAIIh
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